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２０２６年１０月２０日 読売新聞朝刊編集手帳に次のような記事が載っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そしてその後、上記のみすゞさんの詩が紹介されていました。 

編集手記に書かれているコロナ禍の読売新聞。思い返すと、２０２４年１０月の園のたよりにそのことについ

て掲載していました。それは地球温暖化の影響があるのではないかとありましたが、そんな素敵な自然の

プレゼントならばいいなと思ったものでした。 その時に紹介した詩です。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

キンモクセイの花の香りを嗅ぐ母子。毎年見かける光景です。 
立ち止まらないと感じることのできないことです… 
立ち止まって、空を見上げたり、深呼吸をしたりしてみてはいかがでしょうか。 
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が
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インフルエンザを警戒してのことだろう。電車のボックス席に座るお父さん、お母さん、そしてふたりの

お子さんがマスクをしていた◆コロナが流行した当時に本誌に載った時事川柳を思い出す。〈マスク越し

キンモクセイに深呼吸〉(三浦健)甘い香気を放つキンモクセイの咲く季節になった。お天気情報サイト「ウェ

ザーニュース」によると、この秋、その花が東日本を中心に二度咲きしているようだという。◆同じ木の

中で花芽が時間差で開く場合があるそうで、調査したところ、関東で４４％の人が「二度咲き」と答え、「三

度咲く以上」といた回答も 16％あった◆同サイトには何年か前にも二度咲きの報告が寄せられ、当欄で

取り上げられたことがある。キンモクセイにも当たり年のようなものかもしれない。 
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